
工
事
請
負
契
約
を
締
結（
新
設
小
学

校
造
成
工
事（
２
工
区
））

賛
成
少
数
で
否
決　
　
　
　
　

主
な
質
疑

　
　

第
１
工
区
の
進
捗
状
況
は
、

第
２
工
区
の
工
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
影
響
す
る
の
か
。

　
　

第
１
工
区
の
真
ん
中
に
仮
設

道
路
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
く
。
第
２
工
区
の
工
期
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
し
な
い
。

主
な
討
論

　

契
約
自
体
に
瑕か

し疵
が
な
く
、
執

行
部
が
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
の
議
案

と
考
え
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

　

市
民
や
議
会
の
要
望
に
答
え
な

い
ま
ま
建
設
を
進
め
て
お
り
、
新

た
に
安
全
に
関
わ
る
問
題
も
生
じ

て
い
る
。
新
設
校
の
開
校
は
一
刻

も
早
く
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

開
校
時
期
の
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ

る
令
和
９
年
度
の
児
童
推
計
は
下

方
修
正
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
安

全
性
の
評
価
確
認
を
し
な
い
ま
ま
、

周
辺
地
域
へ
の
影
響
も
あ
る
中
で
、

建
設
の
推
進
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
反
対
と
す
る
。

本
会
で
の
発
議

「
宮
司
地
区
の
新
設
小
学
校
に
関
す

る
教
育
行
政
へ
の
市
長
関
与
」調
査

特
別
委
員
会
の
設
置（
１
０
０
条
委

員
会
の
設
置
）

賛
成
少
数
で
否
決

目
的

　

市
長
の
教
育
行
政
に
関
す
る
法

令
遵
守
の
確
認
。

理
由

　

令
和
４
年
11
月
17
日
に
行
わ
れ

た
第
11
回
教
育
委
員
会
定
例
会
に

て
、
辞
職
願
を
出
し
た
委
員
２
人

か
ら
、
新
設
校
建
設
に
関
し
て
市

長
の
教
育
行
政
へ
の
介
入
と
い
う

発
言
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

市
長
の
教
育
行
政
へ
の
介
入
が

疑
わ
れ
る
た
め
、
宮
司
地
区
へ
の

新
設
小
学
校
の
用
地
購
入
費
用
予

算
計
上
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

消
防
自
動
車
購
入
事
業
費

　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
火
災
等

か
ら
保
護
す
る
た
め
、
市
消
防
団

に
配
備
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
を
更
新
す
る
費
用１

９
９
１
万
円

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

工
事
請
負
変
更
契
約
を
締
結

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
津
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

外
壁
・
防
水
改
修
工
事
中
に
下
地

金
属
部
分
の
腐
食
が
新
た
に
発
覚

し
た
た
め
、
追
加
工
事
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　

実
施
設
計
時
の
打
診
検
査
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
　

手
の
届
く
範
囲
で
打
診
検
査

を
行
い
、
作
業
量
等
を
推
計
し
た
。

主
な
討
論

　

工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、
よ
り

精
査
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
早
く
市
民
が
安
心
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
賛
成
。

市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

を
廃
止
す
る
法
律
が
令
和
６
年
12

月
２
日
に
施
行
さ
れ
る
た
め
、
市

国
民
健
康
保
険
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　

新
た
な
資
格
確
認
書
に
つ
い

て
別
の
条
例
が
で
き
る
の
か
。

　
　

国
民
健
康
保
険
法
の
中
に
う

た
わ
れ
て
い
る
た
め
、
別
の
条
例

を
制
定
す
る
必
要
は
な
い
。

主
な
意
見

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
自
動
で
入
力

さ
れ
る
情
報
が
多
い
た
め
、
入
力

の
手
間
や
確
認
の
手
間
が
減
り
、

診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
も
短
縮
さ

れ
る
。
ほ
か
に
も
高
額
医
療
費
が

発
生
す
る
場
合
で
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
が
あ
れ
ば
申
請
手
続
き
が
不

要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
賛
成
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
の
と
こ
ろ
に
は
、
現

行
の
保
険
証
と
同
じ
よ
う
な
紙
ベ
ー

ス
の
資
格
確
認
書
が
自
動
的
に
届

【
一
般
会
計
】６
億
７
５
４
３
万
円

を
追
加
し
総
額
３
２
０
億
９
０
４

万
円
と
な
っ
た
。

福
間
駅
周
辺
施
設
維
持
管
理
事
業
費

　

７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
破
損

し
た
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
さ
い
ご
う
口
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
復
旧
工
事
費
用

　
　
３
４
８
７
万
円

予
防
接
種
事
業
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

定
期
予
防
接
種
を
実
施
す
る
た
め
、

委
託
料
の
増
額
を
行
う
費
用

　
　
９
９
４
１
万
円

地
方
創
生
事
業
費

　

Ｊ
Ｒ
九
州
所
有
の
Ｊ
Ｒ
東
福
間

駅
の
東
福
間
口
駅
前
広
場
の
用
地

を
購
入　
　
　
　

  

２
７
９
５
万
円

く
。
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は

最
長
で
５
年
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
義
務
や
強
制
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
任
意
で
あ
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
誘
導
す
る
条
例
改
正
に
は
反

対
す
る
。

市
税
条
例
を
改
正賛

成
多
数
で
可
決

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
連
す
る
市
税
条
例
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　
市
の
改
正
の
狙
い
は
何
か
。

　
　

国
の
狙
い
は
公
益
に
関
わ
る

寄
付
の
拡
充
促
進
で
あ
る
。
市
も

住
民
税
で
控
除
す
る

こ
と
で
寄
付
を
拡
充

す
る
狙
い
で
あ
る
。

総
務
文
教

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
9月定例会の

議案審議

9月
定例会

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

可決 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 工事請負変更契約を締結（健康福祉総合センター外壁・防水改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 教育委員会委員の任命への同意（森保之さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 監査委員の選任への同意（木村道也さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度一般会計決算の認定 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和５年度国民健康保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和５年度介護保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度公共下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（新設小学校造成工事（２工区）） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市税条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市国民健康保険条例を改正（被保険者証廃止に伴う改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
否決 「宮司地区の新設小学校に関する教育行政への市長関与」調査特別委員会の設置 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

水
産
振
興
補
助
事
業
費

　

漁
業
の
経
費
の
増
大
や
漁
獲
量

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
漁
業
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
魚
種
の
放

流
等
を
支
援
す
る
費
用３

４
１
万
円

病
児
保
育
事
業
費

　

集
団
保
育
が
困
難
な
病
中
・
病

後
の
乳
幼
児
等
の
保
育
を
一
時
的

に
行
う
事
業
費　

　
５
６
７
９
万
円

部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
費

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
部
活

動
資
質
向
上
を
目
的
に
、
部
活
動

指
導
員
を
配
置
す
る
費
用

　
　
１
１
６
万
円

障
害
児
保
育
補
助
事
業
費

　

私
立
保
育
園
の
障
が
い
児
受
け

入
れ
に
対
し
、加
配
保
育
士
を
配
置

し
た
保
育
園
に
補
助

金
を
交
付
す
る
費
用

３
４
６
５
万
円

▲新調された第１分団の消防自動車▲工事途中に発見された腐食箇所

▲一部を購入予定の東福間駅前広場

▲現行の国民健康保険証

▲給食の廃棄昆布で養殖されている
アワビの稚貝（水産高校）

報告書はこちら

報告書はこちら

市
民
福
祉

委員会

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

本
会
可
決

報告書はこちら

《
教
育
委
員
会
委
員
》

森も
り　
保や

す
ゆ
き之 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
９
月
20
日

　
　
　
～
令
和
９
年
４
月
６
日

《
監
査
委
員
》

木き

村む
ら　
道み

ち

也や 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
10
月
１
日

　
　
　
～
令
和
10
年
９
月
30
日

人
事
案
件
に
同
意

陳情
◆ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書の提出を求める陳情書/合田宏美さん
◆母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情/張一文さん
◆小学校新設予定地に関する陳情書/福津市民の命と暮らしを考える会 代表世話人 吉森伸子さん

令
和
５
年
度

決
算
審
査

特別
委員会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ


